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１ 出火日時 

７月○○日 午後３時○○分 

 

２ 火災概要 

土地の造成に伴い，伐採，破砕し野積みした木くず，水平投影面積 605 ㎡（体積に

して 3,025 ㎥ ）と運搬車１台を焼損したもの。 

 

３ 原因概要 

当年３月頃から高さ５ｍに野積みにされていた木くずが，梅雨の降雨と晴天時の気温

上昇の繰り返しにより，発酵，酸化作用が促進され発熱，内部で徐々に炭化し，日中の

気温上昇により蓄熱が進行して発火に至ったもの。 
なお，調査時に木くず内部の温度測定をしたところ，約６５度あった。 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木くずの発酵・酸化作用による火災

▲火災現場の状況 
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